Effects of bovine lactoferrin on oral Candida albicans and Candida glabrata isolated from human saliva by 駒津 萌乃
ヒト唾液より検出された助nditなalbi砲nsおよび的刀dit曲gね〃ataと
歯肉由来上皮細胞共培養時におけるbovinelactoferrinの効果
駒津萌乃
舗文内容の要旨
本研究では、C箇"dieた属菌種の増殖およびヒト歯肉由来上皮細胞(NDUSD-1)の炎症性サイトカイ
ン産生におよぼすbovinelactoferrin(bLF）の作用を検討し、以下の結果を得た。
1)bLFは24時間経過時にCand血ねa必左ansJTSA-4株に対して10jig/mL以上、JTSA-5株に対
して100ng/mL以上、およびCanditなglabrataの2株(JTSG-10株、JTSG-12株）に対して
10ug/mL以上添加で有意な増殖抑制効果を示した。
2)NDUSD-1とC.a必花ans(JTSA-4、JTSA-5)、C.glabrata(JTSG-10、JTSG-12)を各々 共培養
し、IL-6およびIL-8の産生量を測定した結果、C.aﾉbiba"Sの方がCgな〃-a〃よりもヒト歯肉
上皮細胞の炎症性サイトカインの産生誘導能が強い傾向が認められた。
3)NDUSD-1とCandida4菌株の共培養条件にbLFを添加し、IL-6の産生量を測定した結果、24
時間経過時において、C.aめんa"sでは100pg/mL、C.glabrataでは1ug/mL以上の添加で、
産生抑制が認められた。NDUSD-1と鐙"ditな4菌株の共培養下でbLFを添加し、IL-8産牛量
を測定したところ、24時間経過時にbLF1pg/mL以上の添加により、サイトカイン産生抑制が
認められた。
以上の結果より、bLFはC.aめたa"sおよびC.glabi洩麺に対する増殖抑制作用およびヒト歯肉由来
上皮細胞の炎症性サイトカイン産生に対する抑制作用が認められ、口腔ケアの困難な要介護高齢者の
嘆下性肺炎発症のリスクを軽減する可能性が期待される。
論文審査の要旨
本研究では、C.albicansおよびC.glabrataにbLFを添加することが、増殖およびIL-6、IL-8産
生にどのような影響を与えるかを検討している。その結果、bLFの作用により、Ca"di血の増殖を抑
え、ヒト上皮細胞のIL-6およびIL-8の産生を抑制することを明らかにしている。したがって、bLF
の応用は、要介護高齢者の嘆下性肺炎に対する予防の一助になると期待される。
以上は、歯学に寄与するところが多く、博士(歯学)の学位に値するものと審査する。
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最終試験の結果の要旨
駒津萌乃に対する最終試験は、主査古西清司教授、副査沼部幸博教授、副査八重垣健教授に
よって、主論文を中心とする諸事項について口頭試問が行われ、優秀な成績で合格した。
